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総
務
委
員
会

開
会
日　

１１
月
２４
日（
金
）・
２７
日

（
月
）・
２９
日（
水
）・
１２

月
５
日（
火
）

案　

件　

議
案
１０
件
・
請
願
１
件

・
陳
情
２
件
・
報
告
４

件
等

●
千
川
中
学
校
解
体
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

問　

解
体
に
当
た
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
除
去
が
必
要
で
、
レ
ベ
ル
３
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
意
味
は
。

答　

全
く
飛
散
せ
ず
、
危
険
レ
ベ
ル

は
か
な
り
低
い
も
の
と
い
う
ふ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
。

問　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す
る
期
間

を
３
か
月
設
け
て
い
る
が
、
こ
の
期

間
で
除
去
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

答　

池
袋
第
一
小
学
校
の
際
の
経
験

を
踏
ま
え
、
十
分
除
去
出
来
る
と
考

え
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
豊
島
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

問　

子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
へ
の
食

支
援
事
業
の
対
象
者
と
そ
の
申
込
方

法
は
。

答　

食
料
の
確
保
に
困
難
を
抱
え
て

い
る
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
や
若
者

を
対
象
と
し
、
物
価
高
騰
等
へ
の
緊

急
対
策
の
た
め
、
所
得
制
限
等
の
基

準
は
設
け
な
い
。
申
込
方
法
と
し
て
、

区
内
の
施
設
６
拠
点
に
予
約
不
要
で

直
接
お
越
し
い
た
だ
く
方
法
と
、
区

の
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
お

渡
し
す
る
と
い
う
２
つ
の
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。
広
報
と
し
ま
や
Ｈ
Ｐ

等
で
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問　

医
療
機
関
等
に
対
す
る
物
価
高

騰
対
策
に
つ
い
て
、
都
の
支
援
が
５

年
度
上
半
期
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

区
独
自
で
の
支
援
を
行
う
と
い
う
こ

と
だ
が
、
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た

理
由
は
。

答　

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
医
療
機

関
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
実

施
。
医
療
機
関
等
に
お
け
る
診
療
報

酬
等
は
国
が
定
め
る
公
定
価
格
で
あ

り
、
物
価
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
の
増

加
分
を
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
区
独
自
の
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

問　

次
期
豊
島
区
基
本
構
想
・
基
本

計
画
の
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
。
ま
た
、

今
後
の
基
本
構
想
審
議
会
の
開
催
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
社
会

経
済
状
況
や
区
民
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
、

こ
う
し
た
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
体
制
と
な

っ
た
区
の
施
策
を
い
ち
早
く
反
映
さ

せ
る
た
め
、
７
年
度
末
に
予
定
さ
れ

て
い
た
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策

定
を
１
年
前
倒
し
す
る
。
基
本
構
想

審
議
会
は
、
来
年
２
月
か
ら
開
始
し
、

来
年
度
末
の
策
定
ま
で
に
８
回
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

区
民
厚
生
委
員
会

開
会
日　

１１
月
２７
日（
月
）・
１２
月

５
日（
火
）

案　

件　

議
案
４
件
・
陳
情
４
件

・
報
告
３
件
等

●
令
和
５
年
度
豊
島
区
介
護
保
険
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問　

国
に
お
い
て
介
護
報
酬
改
定
の

議
論
が
進
む
中
で
の
補
正
予
算
で
あ

る
が
、
そ
ご
は
発
生
し
な
い
の
か
。

答　

現
時
点
で
分
か
っ
て
い
る
内
容

で
補
正
予
算
は
計
上
し
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
改
修
は
年
明
け
の
た
め
、
報

酬
改
定
や
保
険
料
の
多
段
階
化
な
ど
、

常
任
委
員
会

＆
Ｑ

Ａ
今
後
、
決
定
し
た
内
容
で
改
修
す
る
。

問　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
と
標

準
化
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
は
。

答　

今
回
の
改
修
は
制
度
改
正
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
標
準
化
と
は
別
で

あ
る
。

●
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
制
度

充
実
を
求
め
る
陳
情

問　

介
護
保
険
制
度
の
発
足
当
初
は

利
用
で
き
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答　

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い

て
、
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
が

背
景
に
あ
る
。

●
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解

決
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
の

基
金
拠
出
等
、「
特
定
石
綿
被
害
建

設
業
務
労
働
者
等
に
対
す
る
給
付
金

等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

問　

給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
業
務

が
、
昭
和
５０
年
１０
月
１
日
以
降
変
わ

っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

そ
の
日
か
ら
石
綿
を
使
っ
て
の

吹
き
つ
け
作
業
が
禁
止
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。

問　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
者
へ
の
医

療
費
や
療
養
費
等
の
支
援
は
。

答　

労
働
者
災
害
補
償
保
険
制
度
や

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
が
適
用
さ

れ
る
。

●
豊
島
区
国
民
健
康
保
険
条
例
（
一

部
改
正
）

問　

保
険
料
減
額
の
対
象
者
が
１１
月

以
降
に
出
産
ま
た
は
出
産
予
定
の
被

保
険
者
で
、
施
行
が
来
年
か
ら
で
あ

る
が
、
手
続
き
上
ど
う
な
る
の
か
。

答　

届
出
は
１
月
か
ら
開
始
。
区
の

出
産
育
児
一
時
金
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、出
産
後
、職
権
で
減
額
す
る
。

問　

民
間
の
保
険
者
で
は
先
ん
じ
て
、

妊
娠
出
産
に
伴
う
減
額
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実

施
と
な
っ
た
背
景
は
。

答　

国
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
拡
充
の
議
論
の
中
で
国
民
健
康

保
険
で
も
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
理
解
し
て
い
る
。

都
市
整
備
委
員
会

開
会
日　

１１
月
２８
日（
火
）

案　

件　

議
案
２
件
・
陳
情
２
件

・
報
告
１
件
等

●
豊
島
区
立
公
園
条
例（
一
部
改
正
）

問　

東
池
袋
五
丁
目
公
園
が
設
置
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
、
現
地
を
実
際
に

視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
公
園
に

隣
接
し
て
い
る
駐
車
場
な
ど
の
用
地

が
あ
っ
た
が
、
今
後
公
園
を
更
に
拡

張
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
区
に
売
却
等
の
相

談
は
な
い
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

視察風景（東池袋五丁目公園）

問　

東
池
袋
五
丁
目
公
園
は
、
住
宅

密
集
地
の
中
に
あ
り
、
公
園
の
す
ぐ

隣
に
ア
パ
ー
ト
の
玄
関
が
あ
る
状
況
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
環
境
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

公
園
の
外
周
部
は
フ
ェ
ン
ス
で

囲
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

状
況
に
応
じ
て
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
す
る
予
定
。

問　

遊
具
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

を
選
定
し
て
い
る
が
、
選
定
方
法
は
。

答　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
４
回
開

催
し
、
や
り
た
い
こ
と
、
あ
っ
た
ら

よ
い
も
の
、
災
害
時
の
使
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
言
書
と
し

て
区
に
提
出
い
た
だ
い
た
。
遊
具
は

提
言
書
の
内
容
を
踏
ま
え
選
定
し
た
。

問　

災
害
対
策
と
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
な
ど
を
設

置
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
地
域

の
声
を
反
映
し
た
も
の
か
。

答　

災
害
対
策
の
設
備
の
設
置
に
つ

い
て
も
提
言
書
に
基
づ
き
決
定
し
た
。

●
脱
原
発
、
脱
炭
素
を
す
す
め
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割
合
を

高
め
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

問　

原
子
力
発
電
は
二
酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
の
か
。

答　

ウ
ラ
ン
燃
料
が
核
分
裂
し
た
時

に
発
生
す
る
熱
を
利
用
し
て
発
電
す

る
た
め
、
発
電
時
に
は
、
二
酸
化
炭

素
は
排
出
し
な
い
。

問　

日
本
の
電
源
構
成
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
目
標
は
。

答　
２
０
２
１
年
度
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は
２０
％
。
こ
の
割

合
を
２
０
３
０
年
度
に
、
３６
か
ら
３８

％
程
度
へ
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

子
ど
も
文
教
委
員
会

開
会
日　

１１
月
２８
日（
火
）

案　

件　

議
案
２
件
・
陳
情
１
件

・
報
告
６
件

●
豊
島
区
立
学
校
設
置
条
例
（
一
部

改
正
）

問　

千
川
中
学
校
の
校
舎
改
築
に
伴

う
仮
校
舎
へ
の
移
転
の
た
め
の
改
正

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
間
の
通
学

路
の
安
全
面
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

学
校
で
の
三
者
面
談
を
通
じ
て

各
自
通
学
路
を
提
出
し
、
３
学
期
の

初
め
に
集
団
下
校
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
町
会
等
地
域
と
連
携
し
て

通
学
路
の
危
険
な
箇
所
等
を
確
認
す

る
こ
と
で
安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

問　

仮
校
舎
の
仕
様
は
階
段
の
高
さ

等
小
学
校
に
も
対
応
で
き
る
も
の
か
。

答　

小
学
生
で
も
蹴
上
げ
等
の
高
さ

に
つ
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
設
計
し

て
い
る
。

問　

仮
校
舎
は
複
合
施
設
と
の
こ
と

で
、
学
校
関
係
者
以
外
も
訪
れ
る
と

思
う
が
、
学
び
舎
で
の
安
全
面
を
ど

の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
。

答　

区
民
事
務
所
エ
リ
ア
と
学
校
エ

リ
ア
は
行
き
来
で
き
な
い
形
に
し
つ

ら
え
て
い
る
。

●
消
費
者
被
害
を
防
止
、
救
済
す
る

た
め
特
定
商
取
引
法
の
抜
本
的
法
改

正
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情

問　

こ
れ
ま
で
の
改
正
内
容
は
。

答　

送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
の
即
時

処
分
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
契

約
事
項
確
認
に
関
す
る
改
正
等
。

問　

現
在
、
悪
質
な
商
法
を
排
除
す

る
た
め
の
規
制
等
は
あ
る
か
。

答　

業
務
停
止
の
命
令
、
業
務
禁
止

命
令
等
の
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

問　

区
民
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
す
る
こ
と
を
啓
発
す
る
取
組
は
。

答　

高
齢
者
や
若
者
を
対
象
と
し
た

消
費
生
活
の
講
座
開
催
等
、
普
及
啓

発
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

問　

マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
の
相
談
に

対
す
る
区
の
認
識
は
。

答　

相
談
員
が
丁
寧
に
聴
き
取
り
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
形
で
の
対
応

に
努
め
て
い
る
。

●
特
別
支
援
学
校
在
籍
者
に
対
す
る

給
食
費
の
補
助
に
つ
い
て

問　

年
間
事
業
費
の
概
算
は
。

答　

年
間
９００
万
円
か
ら
１
千
万
円
規

模
と
認
識
。

問　

毎
年
申
請
が
必
要
と
の
こ
と
だ

が
、
都
度
案
内
が
来
る
の
か
。

答　

毎
年
度
、
区
か
ら
案
内
す
る
。

問　

物
価
高
騰
へ
の
対
応
状
況
は
。

現
行
の
物
価
高
騰
対
策
を
必
要
に
応

じ
て
増
減
し
、
給
食
の
質
が
落
ち
な

い
よ
う
支
え
て
い
く
。


